
令和８年度全国中学校体育大会 第４８回全国中学校ソフトボール大会 

医療・救護要項 

１ 目的 

令和８年度全国中学校体育大会 第４８回全国中学校ソフトボール大会（以下「大会」という）の開

催基本要項における基本方針に基づき、大会参加者および一般観覧者等の医療救護における万全を期す

ることを目的とする。 

 

２ 方針 

実行委員会は、医師会・その他関係機関および団体に対して、積極的な協力を要請するとともに、密

接な連携のもとに業務を遂行する。 

 

３ 対象 

医療救護の対象は、選手・監督等・役員（視察員を含む）・報道関係者・および一般観覧者とする。 

 

４ 業務  

競技会場（練習会場）および宿舎の医療救護は、関係機関および団体の協力を得て実行委員会が担当

する。 

 

（１）救護本部  

実行委員会は、医療救護業務を総括するため大会本部に救護本部長を配置し、救護の連絡調整にあた

る。 

 

（２）救護所 

 ①担当する会場ならびに必要な場所に、必要な期間、救護所を設置する。 

 ②救護所の設置は競技会場のみとする。 

 ③救護所では、応急処置および軽易な治療を行うものとし、必要に応じて医療機関に患者を移送する。 

 

（３）救護係 

 ①設置した救護所に救護係を配置する。 

 ②救護係の構成は、救護員・係員とする。 

 

５ 医薬品 

実行委員会は、医薬品その他必要な資器材を、競技種目ならびに対象人員等に応じて配備する。 

 

６ 医療費の負担区分  

実行委員会が負担する医療に要する経費は、応急処置および軽易な治療に要した経費とし、その他の

医療費については受療者が負担する。 

 

 

 



７ 連絡・報告 

事故が発生した場合は、速やかにその状況を各関係者に報告し、早急な連絡を取ることとする。 

 

（１）緊急処置 

 

 

（２）事故報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 対応 

事故にあたっては、次のように適切かつ迅速に対応するとともに、報告・報道の窓口を１つにして対

応する。また、事故発生に係わる正確な報告書(別紙４号様式)を作成する。 

 

（１）会場で発生した場合 

 ①会場の救護所での対応をする。 

 ②会場の救護所で対応できないと判断した場合は、指定病院・救急病院へ移送する。 

 ③練習会場で発生した場合は、救護所担当者が医療機関の紹介や症状に応じて救急車を呼び対応する。 

 

（２）宿舎で発生した場合 

 ①宿舎で医療機関の紹介または救急車を呼び対応する。 

 

（３）移動中に発生した場合 

 ①各チームで症状に応じて、指定病院・救急病院に連絡または救急車を呼び対応する。 

 

（４）上記（１）③および（２）、（３）のうち、医療機関に移送する場合は、各チームの関係者が同行

し各チームの責任において移送するとともに、状況を速やかに大会本部に連絡する。 
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９ 医療救護体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※発生状況によっては、①～③の行程を飛ばしすぐに④通報を行う。①報告は後からでもよい。 

 

 

 

 

 

④通報 

⑤搬送 

倉敷市実行委員会 

医師会等 指定病院・緊急病院  
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令和８年度全国中学校体育大会 第４８回全国中学校ソフトボール大会 

救護対策要項 

 

１ 傷病者が発生した場合 

（１）競技会場・練習会場で発生したときは、救護担当・練習会場担当者に申し出る。 

 

（２）宿舎で発生したとき 

 ①宿舎で医療機関の紹介を受ける。 

 ②医療機関の紹介を受けた後、大会本部に速やかに連絡する。 

 ③搬送する場合は、必ず関係者が同行する。 

 

（３）救急車を要請する場合（１１９番通報）は、患者の所在場所、状況を詳細に伝える。 

 

（４）救急車等により病院に搬送した場合は、事故報告書を提出する。 

 

２ 治療の受け方 

（１）会場の救護担当は、応急処置を行う。さらに医療機関へ搬送する必要を認めたときには、 

大会本部に連絡し関係者が同行する。 

（２）医療機関で治療を受ける場合は、健康保険証を提示する。 

 

３ 医療負担について 

（１）会場救護本部が行う応急処置については、無料。 

（２）保険証またはマイナンバーカードを持参しない場合、受診者の全額負担となる。ただし、大会期

間中の負傷・疾病については、状況により「独立行政法人 日本スポーツ健康センター法」 

の定めを適用する。 

 

４ 応急処置について 

※事故発見者は次の事項にチェックを行い、上記の連絡体制に従い、関連機関に迅速かつ正確に行う。 

 

□出血はあるか  □意識はあるか  □呼吸はしているか  □脈はあるか 

□手足は動くか  □顔色はどうか  □皮膚の色や体温はどうか  

□傷病者の全体状態と傷病の様子はどうか  □緊急性が高く，救急車の要請が必要か 

 

※原則として応急処置のみを行い、継続的な治療については医療機関にお願いをする。 

※内服薬の使用は、原則として行わない。 

※外傷の対応は、止血や患部の消毒、湿布や氷によるアイシングを基本とし、場合によっては固定等の 

※処置を行う。程度のひどい場合は、医療機関への移送へ切り替える。 

※内科的な対応については、救護本部で休養等をとらせて経過を観察する。 

 



５ 医療体制について 

日程 
競技会場 

練習会場 
マスカット会場 マスカット多目的 倉敷運動公園会場 

２１日 

（日) 

会場準備 

前日練習 
   練習会場係 

２２日

（月) 
男女１回戦 

医師 １名 

救護員１名 
救護員１名 救護員１名 練習会場係 

２３日 

(火) 

男子１、２回戦 

女子２、３回戦 

医師 １名 

救護員１名 
救護員１名 救護員１名 練習会場係 

２４日 

(水) 

男女準決勝 

  決 勝 

医師 １名 

救護員１名 
救護員１名 （救護員１名） 練習会場係 

２５日 

(木) 
予備日 

（医師 １名） 

（救護員１名） 
（救護員１名）  練習会場係 

 

６ その他 

（１）医療機関を受診の際は、事前に電話で医療機関に確認をし、「健康保険証（マイナンバー）」と「診

療費」を忘れずにお持ちください。 

（２）受診後、下記の緊急連絡先へも連絡してください。 

大会本部 事務局 大野携帯 TEL:０７０-２８２１-７７２０ 

 

（３）会場・宿泊地周辺の医療機関・施設については、倉敷市ホームページ「救急告示医療機関」をご

確認ください。 

※宿泊中の場合は、事務局は宿泊提供者に救急体制を明確にしておく。患者の処置については、宿

泊提供者は医療機関に連絡し、対応する。また、宿泊提供者は患者の状況を事務局（大会本部）

へ報告する。 

 

 

 

 

 

倉敷市ホームページ 救急告示医療機関 

https://www.city.kurashiki.okayama.jp/anzen/emergen

cy/1001527/1001540.html 


